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会
は
松
岡
大
司
育
友
会
副

会
長
が
進
行
。
は
じ
め
に
渡

邊
信
育
友
会
長
が
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
利
用

し
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

作
成
す
る
現
在
の
就
職
活
動

は
、
私
た
ち
父
母
・
保
護
者

の
世
代
の
や
り
方
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
本
日

は
現
在
の
就
職
活
動
を
知
る

き

た
ん

と
同
時
に
、
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
、
ご
質
問
等
い
た
だ
い

て
、
実
り
あ
る
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
来
月
以
降
は

各
地
で
支
部
懇
談
会
が
行
わ

れ
、
個
別
の
面
接
相
談
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
の

教
職
員
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

お
話
し
で
き
る
と
て
も
貴
重

な
会
な
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

高
橋
力
就
職
部
次
長
は

「
専
修
大
学
の
就
職
活
動
支

援
体
制
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
。
現
在
の
大
学
生
を

取
り
巻
く
就
職
環
境
は
、
現

４
年
次
生
の
求
人
倍
率
が
１

・
２７
倍
と
昨
年
度
の
１
・
２３

倍
に
比
べ
て
や
や
回
復
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
文
系
大
卒

者
の
就
職
状
況
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
ま
た
企
業
の
採
用
広

報
活
動
の
開
始
が
現
４
年
次

生
か
ら
１２
月
１
日
と
な
り
、

２
カ
月
後
ろ
倒
し
に
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
過
密
に
な
る

分
、
し
っ
か
り
し
た
準
備
が

必
要
と
な
る
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
就
職
活

動
の
準
備
と
行

動
や
、
本
学
の

就
職
活
動
支
援

体
制
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

「
就
職
合
宿

研
修
会
、
学
内

企
業
説
明
会
、

学
内
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
相
談
会
や
、

内
定
を
獲
得
し

た
４
年
次
生
に

よ
る
学
生
就
職

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み

を
通
し
て
学
生

を
徹
底
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
ご

父
母
・
保
護
者

の
み
な
さ

ん

は
、
就
職
活
動

の
良
き
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
お
手
伝
い
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
・
渡
辺
典
子
氏
の
「
専

修
大
学
の
公
務
員
試
験
支
援

体
制
に
つ
い
て
」
で
は
、
公

務
員
試
験
の
概
要
や
本
学
の

公
務
員
試
験
受
験
支
援
体
制

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
「
昨

今
の
公
務
員
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
民
間
企
業
と
同
じ
く

自
ら
考
え
柔
軟
に
行
動
で
き

る
能
力
。
本
学
の
公
務
員
講

座
に
加
え
て
、
就
職
課
が
主

催
す
る
自
己
分
析
や
自
己
Ｐ

Ｒ
対
策
の
支

援
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
積
極
的

に
受
講
し
て

ほ
し
い
」
と

語

り

か

け

た
。続

い
て
東

京
海
上
日
動

火
災
保
険
㈱

人
事
企
画
部

・
人
事
採
用

グ
ル
ー
プ
島
誠
一
課
長
が

「
求
め
る
学
生
像
及
び
父
母

の
役
割
」
を
講
演
。
「
企
業

は
自
ら
考
え
、
発
信
し
、
行

動
す
る
個
性
豊
か
な
学
生
を

求
め
て
い
ま
す
。
学
生
に

は
、
積
極
的
で
目
的
意
識
を

持
っ
た
就
職
活
動
を
行
っ
て

ほ
し
い
。ご
父
母
・
保
護
者
の

み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
仕
事

観
や
、
親
か
ら
見
た
お
子
さ

ん
の
長
所
な
ど
を
助
言
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
企
業
選

択
な
ど
の
最
終
的
判
断
は
、

お
子
さ
ん
の
考
え
を
尊
重
す

る
こ
と
が
大
事
」と
話
し
た
。

最
後
に
小

林
仁
就
職
課

主
任
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
、

内
定
学
生
に

よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
加

藤

愛

さ

ん

（
法
）
、
高

橋
雄
太
さ
ん
（
商
）
、
青
山

結
香
さ
ん
（
文
）
、
吉
田
亘

さ
ん
（
商
）
の
４
年
次
生
４

人
が
、
就
職
先
を
選
ん
だ
理

由
や
面
接
で
伝
え
た
こ
と
な

ど
を
語
っ
た
。

「
面
接
で
ア
ピ
ー
ル
し
た

こ
と
は
？
」
と
い
う
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
質
問
に
、
吉

田
さ
ん
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
で

の
経
験
を
話
し
た
。
自
分
な

り
の
接
客
方
法
や
、
気
の
遣

い
方
な
ど
、
考
え
な
が
ら
働

い
て
い
た
こ
と
を

伝

え

た
」
、
高
橋
さ
ん
は
「
面
接

で
は
企
業
と
時
事
問
題
を
絡

め
た
質
問
を
し
て
、
そ
の
企

業
に
対
す
る
知
識
と
関
心
の

高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
」
と

答
え
た
。
就
職
活
動
で
つ
ら

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

加
藤
さ
ん
が
「
就
職
活
動
は

ど
こ
ま
で
や
れ
ば
よ
い
と
い

う
終
わ
り
が
見
え
ず
、
精
神

的
に
つ
ら
か
っ
た
。
エ
ン
ト

リ
ー
数
を
増
や
し
、
い
ろ
い

ろ
な
企
業
に
足
を
運
ぶ
こ
と

で
気
を
紛
ら
わ
せ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

会
場
か
ら
の
質
問
で
「
資

格
は
あ
っ
た
方
が
有
利
か

？
」
に
対
し
て
、
青
山
さ
ん

が
「
や
み
く
も
に
資
格
を
取

っ
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な

い
。
ど
う
い
う
理
由
で
、
何

に
役
立
て
る
た
め
の
取
得

か
、
と
い
っ
た
目
的
意
識
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
話
し
た
。

育
友
会
主
催
就
職
懇
談
会
が
６
月
２４
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
本
格
的
に
始

ま
る
就
職
活
動
を
前
に
、
最
近
の
動
向
を
知
ろ
う
と
３
年
次
生
の
ご
父
母
・
保
護
者
を
中
心

に
、
学
生
を
含
む
２
０
１
人
が
参
加
。

本
学
の
就
職
指
導
方
針
、
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
公
務
員
試
験
の
対
策
、
ま
た
、
企
業
側

が
求
め
る
人
材
や
、
就
職
活
動
に
あ
た
っ
て
の
ご
父
母
・
保
護
者
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
就
職
内
定
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
貴
重

な
体
験
談
を
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

就
職
活
動
を
継
続
し
て
い

る
４
年
次
生
に
一
日
２
７
０

分
の
集
中
講
座
「
就
活
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
講
座
」
が
６
月
に

開
講
さ
れ
た
。
企
業
人
講
師

か
ら
採
用
に
あ
た
っ
て
の
視

点
、
評
価
ポ
イ
ン
ト
を
聞

き
、
「
自
己
Ｐ
Ｒ
」
と
「
志

望
動
機
」
を
見
直
し
、
面
接

の
練
習
を
す
る
。

２
日
（
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
）
は
４１
人

が
、
２３
日
（
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
）
は

１３
人
が
受
講
。
両

日
と
も
ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

招
い
た
。

当
日
、
講
師
は

「
今
回
の
講
座
で
は
、
す
で

に
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
内
容

が
多
い
と
思
う
が
、
改
め
て

聞
く
こ
と
で
、
自
分
が
お
ろ

そ
か
に
し
て
い
た
点
に
気
付

く
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
」
と
ね
ら
い
を
説
明
し

た
。１

限
目
の
「『
自
己
Ｐ
Ｒ
』

を
見
直
そ
う
！
」
で
は
、
具

体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
企
業

が
ど
ん
な
視
点
で
見
て
い
る

か
、
聞
い
て
い
る
か
を
解

説
。
「
履
歴
書
、
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
は
自
分
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
ツ
ー
ル
。
相
手
が
質

問
し
た
く
な
る
よ
う
な
内
容

を
書
い
て
、
積
極
的
に
活
用

し
よ
う
」
と
話
し
た
。

２
限
目
の
テ
ー
マ
は
「
志

望
動
機
」。「
採
用
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
進
み
、
こ
こ
か
ら
先

は
、
よ
り
�
志
望
度
�
の
高

い
学
生
を
選
ぶ
よ
う
に
な

る
」
と
述
べ
、
「
業
界
、
企

業
、
仕
事
に
関
す
る
明
確
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
必

要
」
と
語
っ
た
。

３
限
目
は
模
擬
面
接
を
実

施
。
特
に
入
・
退
室
時
や
着

席
時
、
受
け
答
え
時
な
ど
の

動
作
確
認
を
念
入
り
に
行
っ

た
。
「
企
業
側
は
待
合
室
で

の
様
子
も
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
。
『
面
接
は
駅
か

ら
』
の
意
識
を
持
ち
、
気
を

抜
か
な
い
で
」と
強
調
し
た
。

４
年
次
生
を
対
象
と
し
た

学
内
企
業
説
明
会
が
５
月
３０

日
か
ら
６
月
１
日
の
３
日

間
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
学
生
延
べ
６
０
６
人
が

参
加
し
た
。

専
大
生
に
採
用
実
績
の
あ

る
企
業
や
、
専
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
い
る
企
業
な
ど
、
幅
広

い
業
界
・
業
種
２
２
０
社
の

担
当
者
が
来
学
し
、
企
業
説

明
を
行
っ
た
。

学
生
た
ち
は
、
就
職
課
員

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
後
、
希
望

の
ブ
ー
ス
を

回
り
、
人
事

担
当
者
か
ら

詳
細
な
説
明

を
聞
き
、
真

剣
な
表
情
で

メ
モ
を
取
っ

て
い
た
。

今
後
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス

（
向
ヶ
丘
遊

園
駅
北
口
１

分
）
で
継
続
し
て
行
う
。
日

程
は
左
記
。

学内企業説明会 in サテライト

■実施日 ７月１８日（水）
７月１９日（木）
８月６日（月）

※８月７日（火）
８月８日（水）

１日各１０～２０社

■時間１３：００～１７：００
８／７のみ２展開

ＡＭ（１０：００～１３：００）
ＰＭ（１４：００～１７：００）

参加企業など詳細は S-net 掲示
板でお知らせします。

２２０社が協力
学生延べ６０６人が参加

４年次生対象「学内企業説明会 in生田」

「
就
職
懇
談
会
」
開
く

育
友
会

主

催

▲ 熱心に説明を聴くご父母ら

▲ 内定学生によるパネルディスカッション

▲ メモをとる表情も真剣

▲ 熱心に説明を聴く学生

支
部
懇
談
会
の
個
別
相
談
も
活
用
を

本格的に始まる就職活動を前に

ご 父 母・保 護 者

学生ら２０１人が参加

最新情報を知り体制整える

▲ あいさつす
る渡邊会長

▲ 会場からの質問も活発に

就
活
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

自
己
Ｐ
Ｒ
、志
望
動
機
、面
接

▲ 万全の体制で就活をサポート

改
め
て
み
つ
め
直
そ
う

留
意
点
な
ど
集
中
講
義

▲ ベネッセコーポレーションから

講師を招き集中講義

▲ 講演する
島氏

積
極
的
に
、目
的
意
識
持
っ
て

（８）２０１２年（平成２４年）７月１５日就職特集ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５０２号


